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要旨 

  

北半球夏季季節内変動（BSISO）は東アジアや北西太平洋における季節内の卓越した変

動であり、東アジアモンスーンの季節予報においても重要である。本研究では、季節内か

ら季節予測プロジェクト（S2S）にも参加している北京気候センターの気候モデル

（BCC_CSM2.0）を用いて、東アジア北西太平洋域における理論的に推定された BSISO

の予測可能性および実際の予測スキルを調べた。同化を行わないフリーランの結果は、モ

デルが BSISOの振幅、伝搬およびその構造を適切に再現していることを示した。観測値と

予測値の間における BSISO指標の相関係数（> 0.5）と二乗平均平方根誤差（< √2）を基

準とすると、予測スキルと予報限界はそれぞれ 14 日および 24－28 日であった。初期値や

予測対象の BSISOの振幅が大きい場合は、弱い場合に比べて高い予測スキルを示した。理

論的に見積もられた BSISOの予測可能性は、予測対象の振幅の大きさに依存して類似性を

示す一方、初期値における振幅の大きさには有意な依存性は見られなかった。位相依存性

の観点からは、北西太平洋における BSISOの活発期および活発期から不活発期への遷移期

を初期値とする予測スキルは低く、北西太平洋における降水の極端な乾燥/湿潤位相を対象

とした予測スキルは高いことを明らかにした。BCC_CSM2.0の系統的誤差として、BSISO

の振幅が過小であり、位相速度が速いことがわかった。 
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